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９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

①中、高学年におけて教科
担任制（理科・社会科）を
実施する。教具やWSを共
有し次年度以降にも使える
ようにする。

②学年を単位とした小グ
ループでの主体的で実践的
な校内研究を実施する。

①児童アンケート
「教科担任制での学
習は分かりやすい」
85％以上

②児童アンケート
「すすんで学習に取
り組んでいる」
85％以上

A A

①児童アンケート「教科担任制での学習は分かり
やすい」の肯定的回答は９４％だった。引き続
き、充実した学びに向けて、担当間で教材研究を
行っていく。
②児童アンケート「すすんで学習に取り組んでい
る」の肯定的回答は９０％だった。子供自らが学
びをすすめてけるよう、、主体的・対話的で深い
学びの実現に向けた授業改善に取り組んでいく。

A

①(1)学校図書館の環境整
備をする。
①(2)読み聞かせで使用し
た本を紹介する。
①(3)西葛西図書館の団体
貸し出しを利用して、様々
な本に触れられるようにす
る。
②学校司書を活用する。

①児童アンケート「進
んで読書をする」80％
以上
②全クラス国語科、読
書科、社会科、総合的
な学習の時間等で年間
10時間以上の調べ学習
実施

B B

①児童アンケート「進んで読書をする」肯定的回
答の結果は８１％だった。「保護者による読み聞
かせ」で読んだ本は図書室前廊下に掲示して紹介
をした。引き続き子供たちが読書に親しめるよう
家庭との連携を行っていく。
②1学期終了時点の読書科の実施状況は、各学年３
～5時間を実施した。2学期以降、各学年において
読書科の時間で探究的な学びができるようにして
いく。

B

①定期的に実技研修会を実
施する。
②体力テストの結果の分析
に基づいて、単元計画や授
業改善を行う。
③なわ跳びウィークを年３
回実施する。

①児童アンケート「体
育の授業は楽しい」
85％以上
②体力テスト各種目の
平均点において全ての
種目で区平均点以上
③児童アンケート「な
わ跳びに楽しく取り組
んでいる」８０％以上

A A

①児童アンケート「体育の授業は楽しい」の肯定的回答
９０％だった。実技研修会は２回の実施をおこおなっ
た。後期も、体育部の教員を中心に実技研修を行ってい
く。
②１学期に体力テスト実施した。結果が返却され次第授
業改善に繁栄させていくようにする。
③なわ跳びウィークでは、音楽を流し、楽しそうに取り
組んでいる子供たちの様子が見られた。児童アンケート
「なわ跳びに楽しく取り組んでいる」の肯定的回答は７
２％だった。日常的な運動につながるように取組や指導
を検討していく。2学期以降、「西小ダンスダンスタイ
ム」の取組を通して体を動かす楽しさを味わえるように
していく。

A

・「わくわくすもう教室」や
「わくわくすもう大会」に向け
た学習と行事の実施を通して、
体力とすもうへの関心を高めら
れるようにする。

・児童アンケート
「体を動かすことが
ことが好き」９０％
以上

A A

児童アンケート「体を動かすことがことが好き」の肯定
的回答は８９％だった。1学期のすもう大会を通して、相
撲への興味・関心を高めることができていた。 A

①給食時の味覚の指導や食
材の紹介をする。
②給食後の歯磨きタイムの
設定とフッ化物洗口の実施
する。

①給食を楽しくおい
しく食べている８
５％以上
②保護者アンケート
「歯を磨く習慣が身
についてる」85％
以上

A A

①児童アンケート「給食を楽しくおいしく食べて
いる」の肯定的回答は９６％だった。

②保護者アンケート「歯を磨く習慣が身について
る」の肯定的回答は8９％だった。フッ化物洗口を
計画的に実施することができた。

A

前年度までの本校の現
状

・説明資料を作成して公開したことで、地域や保護者に学校の取組について、分かりやすく伝えることができ
た。
・ベーシックドリルの取組を通して、基礎的・基本的な学力を着実に定着させていくことができた。

・組織的な対応による不登校の未然防止
・教員の専門性を生かす指導体制の充実による、より一層の学力の向上

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

令和8年度　江戸川区立西葛西小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
○考える子（重点目標）
○心豊かな子
○たくましい子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

○児童が明るく元気に学び合える学校（子どもが通いたい学校）
○保護者が安心して子どもを任せられる安全な学校（保護者が通わせたい学校）
○地域に開かれ、地域から信頼される学校（地域が応援したい学校）
○教職員が笑顔で共育・協働し、自分の力を発揮できる学校（教職員が働きたい学校）

＜教員の専門性向上＞

①教員の専門性を生かす
指導体制の充実

②校内研究における、主
体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善
の推進。

＜読書科の更なる充実＞
①読書に親しむ環境づく
り
②読書を通じた探究的な
学習の充実

(学校評議委員会では、6年生の
日光についての探究的な学習の
まとめを見ていただいた。)6年
生の学習の成果に感心した。

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

A

①2年57％、３年63％、4年62％、5年63％、
6年70％だった。2学期以降の正答率が上がるよ
うに、1学期のテスト結果の分析と復習を行ってい
く。
②児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り組
んでいる」の肯定的回答は89%だった。夏休みに
は、自分の苦手なことや目標に応じて課題を設定
する形で実施をした。家庭学習に移行していける
ように、引き続き各学年で工夫して取組を行い、
共有していくようにする。

A

子供も大人も主体的に考えて、
行動していくことが求められて
いる。様々な子供がいる中で、
一人一人に寄り添って行くこと
が必要である。

体
力
の
向
上

＜運動意欲や基礎体力の
向上＞
①問題解決的な学習と運
動量を確保した体育科の
授業改善
②体力テストの取組
③江戸川っ子なわ跳び
ウィークの取組

(学校評議委員会では、西小ダン
スダンスタイムの様子を撮影し
た動画を見ていただいた。)教員
も一緒になって楽しそうに取り
組んでいて、より取り組みであ
る。講師の学生にも良い刺激に
なっていると感じられる。

＜地域の伝統文化との共
生＞
・江戸川区と関連深い相
撲行事の取組。

（学校評議委員会では、わくわ
くすもう教室の写真を見ていた
だいた。）例年の取り組みが
しっかりと継続している。

＜健康の増進＞
①食に関する指導の充実
②歯を磨く習慣の定着

残食率が26％減少したことはす
ばらしい。児童が歯を磨く習慣
が十分に身に付いていない児童
には、家庭と連携して進めてい
くべきである。

家庭学習について、自分で計画
をして学習を進めていくために
は、一人一人に対するより細や
かなケアや保護者との連携が必
要になってくる。
また、教員一人一人が今までの
やり方に囚われることなく考え
方を転換していくことが必要で
ある。

学
力
の
向
上

＜基礎・基本の定着に向け
た取組の充実＞
①東京ベーシックドリル・
区学力定着度調査の取組

②家庭学習の充実に向けた
取組

①東京ベーシックドリル、区学
力定着度調査の結果の分析に基
づいて、苦手分野への課題配信
と放課後補習教室への参加を促
していく。答案の即時返却と解
説をする。

②江戸川っ子study week!で
は、苦手分野の課題配信をす
る。学期に１回の実施をする。

①算数ベーシックドリ
ル・学力定着度調査で
80％以上の児童が、正
答率８０％以上（低学
年は９０％）達成。

②児童アンケート「家
庭学習にしっかりと取
り組んでいる」９０％
以上

A



共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

①誰にでもわかりやすい、
UDLの視点を取り入れた指
導の充実を図る。

①児童アンケート
「先生の指示や説明
が分からない」１
０％以下

A A

①児童アンケート「先生の指示や説明が分からな
い」のと回答した割合は６％だった。全ての児童
にとって分かりやすい環境にしていくために、具
体的にどのようなことに取り組んでいく必要があ
るか、教員間で共有をしていく。 A

①ふれあい月間における、
「いじめ防止に向けの授
業」「いじめアンケート」
を年３回実施する。いじめ
防止に関する授業を年間３
回以上実施する。

②いじめ防止対策委員会を
定期的に開催する。

①いじめ防止に向け
た授業の実施、アン
ケートで挙がった案
件への３か月以内の
対応100％。

②いじめの解決に向
けて、関係者への聞
き取りや連絡等を組
織的に確実に行う。

A A

①6月にいじめアンケートを実施し、共有を行っ
た。挙がった案件については、継続的に対応と報
告・相談を行っていく。いじめ防止に向けた教員
向けの研修を実施し、教員の資質の向上も行うこ
とができた。

②いじめ防止対策委員会を計画的に実施し、共有
を図った。今後、定期開催としての11月、2月と
必要に応じて臨時での開催をしていく。

A

①LーGateを活用して、児
童の状況を適切に把握す
る。
②不登校対策委員会を定期
的に開催し、関係機関との
連携する。校内における居
場所づくり（エンカレッジ
ルーム）をする。の提供を
する。

①LーGate実施１０
０％

②年間8回の不登校
対策会議の実施。不
登校児童の関係諸機
関との連携100％

B B

①概ね全ての学級で実施をしているが、日や学級によっ
て実施できていないことがあった。いじめや不登校の掘
り起こしにも積極的に活用していくようにする。１学
期、新たに不登校になった児童はいなかった。

②不登校対策委員会をSSWも参加して、5月、6月、7
月、9月に開催した。不登校児童に対しては、担任を中心
に連絡を取ったり、SSW等と連携をして組織的な対応を
行ったりした。

B

①各学年が週1回以上学校
ホームページの学校日記の
更新を行う。

②学校公開を年3回実施す
る。

①保護者アンケート
「教育活動の公開
度」80％以上

②学校公開への参加
率90％以上

B B

①保護者アンケート「学校は、HPや学校だより等
で教育活動を公開することに努めている。」の肯
定的回答は94％だった。HPの更新数を増やして
いけるようにする。

②学校公開に参加した保護者の割合は、90％だっ
た。2学期以降の公開等も適切な時期にアナウンス
を行っていくようにする。

B

・学校応援団、読書ボラン
ティア、授業ボランティア
等の募集を行う。

・保護者アンケート
「保護者・地域の人
材活用」８０％以上 B B

①保護者アンケート「保護者・地域の人材活用」
の肯定的回答は86％だった。2学期以降も、地域
や保護者の協力を得ながら教育活動の充実に努め
ていく。

B

①全校統一された重点項目
による評価を実施する。

②取組についての説明資料
を作成し、評価分析結果を
公表する。

①学校関係者評価に
てA評価を80％以上

②保護者アンケート
にて全項目の平均で
肯定的な意見80％
以上

B B

①児童アンケート、保護者アンケートを実施して
自己評価を行うことができた。学校関係者評価の
Aの割合は60％だった。
②全項目８０％以上を達成することができた。取
組についての詳細説明をすることができなかった
ので、年度末評価の際には配信するようにする。

B

・「わくわくすもう教室」
や「わくわくすもう大会」
の実施
・巣箱づくりの実施と鳥の
日常的な観察活動の実施。

・保護者アンケート
「特色ある教育活動
の実施」80％以上 A A

①保護者アンケート「特色ある教育活動の実施」
肯定的回答は98％だった。1学期実施のすもう大
会についての保護者からのアンケートや教員によ
る自己評価をもとに、取組の改善に努めていく。

A

①高学年児童を対象とした
防災に関する授業の実施
②学校公開での備蓄倉庫見
学会を企画する。

①児童アンケート「防
災について意識が高
まっている」
②保護者アンケート
「防災の意識が高まる
ような教育活動に取り
組んでいる」80％以上

B B

①児童アンケート「火事や地震などの災害から、身を守
ろうとしている」肯定的回答の割合は96％だった。

②保護者アンケート「防災の意識が高まるような教育活
動に取り組んでいる」の肯定的回答の割合は89％だっ
た。2学期の学校公開で学校公開での備蓄倉庫見学会を企
画する。

A

・会議の精選と文書決済シ
ステムの徹底をする。
・定時退勤日の設定する。

・学校評価（教職
員）での働き方改革
推進に関する項目の
肯定的な評価80％
以上

B B

①大きな業務改善を行ってはいないが、時間外勤
務超過の教員は昨年度と比較して減少している。
引き続き、各自が意識をして取り組んでいくよう
声掛けをしていく。

A

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

＜自校（園）の取組の積
極的な発信＞
①学校（園）ホームペー
ジの充実。
②学校（園）公開の実施
と充実

学校HP等から、学校の状況がよ
く分かる。

＜保護者・地域の方々の
協力による教育活動の推
進＞
・保護者、地域人材の活
用

（読書ボランティアの方が読ん
でくれた本を、図書室前に掲示
していることを伝えた。）取組
にを継続していってほしい。

＜学校関係者評価の充実
＞
・教育活動の改善・充実
に向けた学校関係者評価
の実施

（学校評議委員会で、本紙を
使って学校で行っていると取組
と前期の評価を伝えた。）改善
する点については改善をして、
引き続き取り組んでいって欲し
い。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

＜特色ある教育施設を生
かした教育活動の推進＞
・土俵の活用
・愛鳥モデル校

巣箱作りで作った巣箱はよくで
きていると感じた。

＜防災意識の向上＞
①防災教育の実施
②保護者への周知

備蓄倉庫見学会の計画を計画し
てくれてありがたい。

＜学校における働き方改
革＞
・「学校における働き方
改革プラン」に基づく取
組の実施

児童一人一人に合わせた指導・
支援を行っていくことが求めら
れているので、どこかの部分で
業務を削減していくことが必要
だ。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

＜特別支援教育の推進＞
①居心地の良い教室環境
づくりと副積交流、交流
及び共同学習の実施・充
実。

様々な児童がいる中で、一人一
人に合わせた指導を行っていく
ことが重要である。

＜いじめ対策の充実＞
①いじめの未然防止と早
期発見に向けた、ふれあ
い月間の取組の充実とい
じめ防止に関する授業の
実施。
②いじめの早期解決に向
けた、情報の共有と組織
的な対応

（学校評議委員会では、児童の
いじめアンケートと教員シート
を実際に見てもらった。）実施
状況について理解できた。

＜不登校対策の充実＞
①不登校の未然防止に向
けた取組の充実。
②不登校児童への組織敵
で積極的な対応

（学校評議委員会では、L-Gate
の画面を実際に見ていただき、
取り組んでいる様子を見ていた
だいた。）実施している以上、
子供の回答に対して教員が適切
にレスポンスをしていくことが
大事である。


